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NTTデータ先端技術の Agile開
発案件は、大部分を NTTデータ経
由で受注したものが占める。また全
体の開発を担うのではなく一部の
パーツを提供することが多い。その
ためワンストップで案件を任せられ
る対象としての認知度が低い、とい
う課題があった。周辺環境の変化も
あり、現在はワンストップでの案件
受注増と、それに対応できる体制作
りを進めている。
「NTTデータグループが海外事
業拡大や高付加価値サービス創出
に注力していることもあり、
NTTデータ経由であってもワン
ストップに近い形で案件を任され
るケースが増えています。直接受
注する案件も含め多くの案件を受
注していくためにも、NTTデー
タ先端技術のみで案件を遂行する
体制を強化する必要があると考え
ました。そのため認知度を上げ、
案件需要を作り出し、開発力をよ
り高める取り組みを続けていま
す」（平岡氏）。

同社が重視するもう1つ
の要素が「Agileのコモディ
ティ化」だ。かつてはAgile
開発を支援できることそのも
のに大きな価値があった。し
かしAgile開発の経験を有
する企業が増えており、以
前ほどの価値ではなくなりつ
つある。今後も競争力を保
つためには、より価値を生み出す
Agileにしていく必要があると考えた。

図 1はこの考えに基づく事業戦
略の概要を示したものだ。実際には

NTT データ先端技術株式会社（以下、NTTデータ先端技術）はAgile 開発やクラウドネイティブな開発について高いス
キルを有する人材をプールするなど、開発体制を強化してきた。本稿ではAgile 開発のコモディティ化が進むなどビジネ
ス環境が変化するなかで高収益を実現していくための取り組みについて紹介する。

4  Mainstream領域：ADM（Application Development & Management）

受注から提供までワンストップで遂行する体制作りと、
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図 1　Agile を土台に 4つの取り組みで強みを構築



39ビジネスコミュニケーション 2023  Vol.60  No.11

特集  人と技術で、まだ見ぬ未来へ　 NTTデータ先端技術特集  人と技術で、まだ見ぬ未来へ　 NTTデータ先端技術

さまざまな取り組みが行われている
が、それらを大きく 4つに分類し
ている。図の右側が最もコモディ
ティ化が進んでいる領域であり、左
に進むにつれて新たな付加価値を追
加する取り組みとなっている。
リソース強化／リソース育成

Agileのコモディティ化が進行し
たとはいえ、複数の開発チームを必
要とする大規模な開発体制を整える
のは容易ではない。そこで高いスキ
ルを有する人材をプールし、必要に
応じて迅速に開発チームを組めるよ
うにする施策を進めてきた。併せて
高スキル人材を育成するための仕組
み作りも行っている。
リソース強化は最も進んでいる取
り組みであり、高度な要求に応える
ことが可能な体制が整っている。
Agile＋α：武器による競争力強化

Agileに新たな価値を追加し競争
力強化につなげようとしている。技
術的にはクラウドネイティブ、マル
チクラウドのような比較的マチュア
な技術を活用し新たな価値を生み出
すことを考えている。
具体化している取り組みの例に
は、Agileを本当の意味で活用する
ため開発以前の段階で課題をどのよ
うにビジネスにつなげるべきか検討
する「デザインアプローチ」、また
「Agileに取り組んでいるが、うま
く出来ている実感がない」、「やって
みたがうまくいかない」といった悩
みを持つお客様に対し問題・課題の
抽出と解決を支援する「アセスメン
トサービス」などがある。
また Agile自体を高度化し次世代
の Agile（Next Agile）と言えるよ
うなものにする取り組みもある。大
規模な Agile開発への対応もその 1

その強みを活かせるよう、普段から
失敗を恐れず圧倒的なリリースス
ピードと継続的改善に取り組むこと
を心がけています」と梶原氏が述べ
ているように、これらの取り組みは
スピード感を持って進められている。

Agileのコモディティ化に対応す
る取り組みの中で「コモディティ化
した技術」や「＋α」、「次の技術」
のように表現しているものはあくま
でも「その時点において」という条
件が付くとして、平岡氏は次のよう
に述べている。
「今は新しい技術もいつかはマ
チュアなものになり、数年後には新
たにコモディティ化している領域が
あるでしょうし、武器となる新たな
技術が登場しているかもしれませ
ん。『Scrum開発を得意とする人材
リソースが豊富』という現在のコア
コンピタンスも、そのうちコモディ
ティ化するでしょう。よりお客様に
とっての価値を生み出せる Agileを
実現し続けるため、我々は一歩先を
常に探し続けます。Agileでお困り
のことがあれば、是非我々に相談し
てほしいと思います。」

つだ。最も具体
化が進んでい
る付加価値の１
つが「ハイパ
フォーマンスア
ジャイル」（図
2）だ。
「Scrum手法
において反復開
発の単位である
スプリントは、
一般的に 1回に
つき１～数週間
をかけます。し
かし日、時間単位でスプリントを繰
り返した方が良いケースもありま
す。このような高速な反復開発に対
応できるほどパフォーマンスを高め
た開発チームを提供できる体制が
整っています」（梶原氏）。
IncuCenter：武器の探索
将来 Agile+αのαになり得るか
もしれないまだ見ぬ武器を探すた
め、最新技術の評価とビジネス創出
に取り組む仕組みを作り IncuCenter
と名付けた。たとえば ChatGPTに
代表される生成 AIを活用してソー
スコードレビューを自動化し、結果
をソースコードに反映するといった
ことに挑戦している。

IncuCenterの活動を既存・新規
のお客様にアピールするため、対外
的な情報発信も行っている。

「我々アジャイル・インキュベー
ション担当にはフットワークの軽い
メンバーが揃っています。新たな価
値創出の源泉となるこれらの開発は、

技術要素が不確定でも安定的に成果が出せる
マルチスタックなエンジニアを中心に、技術的な弱点が無いチームを構成。高いマ
インドを持ったエンジニアにより、新しい技術要素であっても早期にキャッチアップ。

フィードバックを素早く受け入れ柔軟に計画変更できる
バックログごとに計画、実行、レビューを実施するプロセスなので、
従来のScrumより細かい粒度で計画の軌道修正が可能。
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図 2　ハイパフォーマンスアジャイルチーム

常に一歩先を見据え
「より価値を生み出すAgile」を
実現していく


